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論文内容要旨

末端肥大症は成

る亙11sullnlik

顎骨肥大や肩間

歯間離開等をま

系が壷中硲F一至

肥大に対する歯科的な治療法や治療時覇は明確にされていない。

そこで本研究は

 後の骨格系の変化を明らかとすることを目的とした。

実験動物は,至

0.64mg/d&yの割

は同様の方法を

 対して,血液採取,体重測定,上

血液検査は,r3

として,歯列模

態の評価として,歯列模型上にて上下顎骨歯列弓

その結果,血中

有意な増加が見

比較して有意に

少したが,上下顎

 一一83一…一



上顎骨歯列長径や

いずれの歯列弓

骨歯列弓を比較す

さらに,IGF護投

 いままであった。

以上の結果から

 大を引き起こし,その骨格的不調

き

審査結果要旨

{
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鼕
鼕

末端肥大症は成

する工船ui三無1

ある下顎骨肥大

QOLを著しく低下

するかについて

本研究では,ラヅ

の骨格等の変化

群にはヒト亙GF

週間飼育している

大腿骨長径等の

大腿骨長径のい

変化は,上顎骨歯

中硲F一工値は対

径に比較して有意

幅径ともにIGF4

比較して有意に

 較して有意に大きいままであった。

以上の結果から

大を引き起こし

は,末端肥大症に

報告であり今後骨

したラットモデ

 (歯学)の学位授与に値するものと認める。
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